
ヘッドライン・ニュース

◆令和５年度予算…………………❷～❸
◆３月・２月会議のお知らせ……❹～❻
◆町民と議会との意見交換会……❼～❽
◆文教厚生常任委員会視察研修………❾
◆町政を問う　一般質問…………10～18
◆議員定数等に関するアンケート……19
◆声の広場・ぎかい君…………………20

発行　鏡野町議会
2023年（令和5年）５月１日

みずりんおゆりん

か が み の 議 会 だ よ り
Kagamino town council newsKagamino town council news

の 第16号第16号
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公営
企業会計

国民健康
保険病院
事業会計

（収益的収支）

国民健康
保険病院
事業会計

（資本的収支）

水道事業
会計

（収益的収支）

水道事業
会計

（資本的収支）

下水道事業
会計

（収益的収支）

37号36号35号

下水道事業
会計

（資本的収支）

49億
8159万円

16億
1315万円

2億
9176万円

6億
1022万円

7億
1752万円

8億
4211万円

9億
683万円

0.9％11.9％ 432.3％ △2.2％ 76.6％ 3.7％ △5.0％

歳入（収入）
123億
5348万円
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県支出金  7.31%
9億281万円

国庫支出金  8.84%
10億9190万円

町債  6.77%
8億3610万円

その他（配当割交付金他） 0.62%
7643万円

自主財源
32.93％
自主財源
32.93％

依存財源
67.07％
依存財源
67.07％

町税  15.8%
19億5308万円

分担金及び負担金  1.73%
2億1412万円

繰入金  11.88%
14億6765万円

繰越金  1.23%
1億5148万円
諸収入  1.23%
1億5238万円

地方消費税交付金  2.55%
3億1446万円

地方交付税  39.46%
48億7500万円

寄附金  0.17%
2100万円

使用料及び手数料  0.36%
4406万円

財産収入  0.53%
6533万円

各基金より繰入

新時代
充実で選ばれる町へ

に向けて

歳 入

地方譲与税  1.52%
1億8768万円

Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 （年度）
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６年間の一般会計予算の推移（当初）

Ｒ5

113億
7500万円

117億
4200万円

119億
8140万円

109億
7800万円

118億
4300万円

123億
5348万円



一般会計会計
区分

予算額

前年
度比

特別会計
津山・富線
共同バス
運行事業
特別会計

奨学会
特別会計

国民健康
保険
特別会計
（事業勘定）

国民健康
保険
特別会計
（直診勘定）

後期高齢
者医療
特別会計

介護保険
特別会計
（保険事業
勘定）

第７財産区
特別会計

羽出財産区
特別会計

富財産区
特別会計

863万円123億
5348万円

37億
2577万円

1658万円 15億
1000万円

2億
5346万円

1億
9706万円

17億
2687万円

179万円 888万円 250万円

2.1％4.3％ 43.5％ △2.6％ △4.7％△0.4％ △8.3％ 3.0％ 増減なし △0.5％ △15.3％

34号33号32号31号30号29号29号28号27号26号

歳出（支出）
123億
5348万円 　　
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令和５年度  一般会計

123億5348万円
５億1048万円増

総務費  12.58%
15億5371万円

議会費  0.84%
1億351万円

農林水産業費  8.91%
11億99万円

労働費  0.09%
1150万円

衛生費  8.65%
10億6860万円

民生費  23.01%
28億4271万円

公債費  14.03%
17億3293万円

予備費  0.04%　500万円

災害復旧費  0.47%
5796万円

土木費  10.1%
12億4827万円

消防費  2.17%
2億6812万円

教育費  16.08%
19億8765万円

商工費  3.02%
3億7252万円

借り入れの
返済金です

ごみ・し尿の
処理費等です

福祉に使う
お金です

Withコロナ
観光の振興と学校教育の

・

歳 出

令和５年度　各会計当初予算　歳出（支出）
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令和５年度鏡野町一般会計予算修正案議第26号 令和５年
３月27日

修正
可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

採決
結果

原
　
　
章
倫

長
石
　
幸
男

小
椋
　
晶
志

岸
　
　
泰
廣

片
田
八
重
美

仲
西
　
祐
一

牧
田
　
俊
一

飯
綱
　
洋
平

花
房
　
　
尚

藤
田
　
照
子

山
本
　
秀
久

難
波
　
達
男

岡
田
　
高
幸

鈴
木
　
大
介

–

○○○○

×

○○○○○○○○

【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：表決なし　   ※原議長は採決に加わりません

３月会議で決まりました３月会議で決まりました
３月３日～３月２７日に定例会議が招集され47件の議案が審査されました。
46議案は全会一致で可決となり、1議案は賛成多数で修正可決となりました。

令和５年３月会議（定例会議）賛否の公表
条例の制定

原案
可決

議第２号
　鏡野町個人情報保護法施行条例の制定について
議第３号
　鏡野町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定につ
　いて
議第４号
　子どもに関連する法令改正等に伴う関係条例の整理に
　関する条例の制定について
議第５号
　鏡野町貯木場の設置及び管理に関する条例の制定につ
　いて

条例の一部改正

原案
可決

議第６号
　鏡野町表彰条例の一部改正について
議第７号
　鏡野町公共用拠点施設整備基金条例の一部改正について
議第８号
　鏡野町公共墓地条例の一部改正について
議第９号
　鏡野町国民健康保険条例の一部改正について
議第１０号
　鏡野町立幼稚園条例の一部改正について
議第１１号
　鏡野町立学校条例の一部改正について
議第１２号
　鏡野町通学用自動車条例の一部改正について
議第１３号
　鏡野町特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正について
議第１４号
　鏡野町町営定住促進住宅管理条例の一部改正について
議第１５号
　鏡野町下水道条例の一部改正について　
議第１６号
　鏡野町水道事業給水条例の一部改正について

条例の廃止

原案
可決

議第１７号
　鏡野町営国民宿舎いつき条例の廃止について
議第１８号
　鏡野町ふるさとふれあい基金条例の廃止について
議第１９号
　鏡野町地域情報通信施設維持管理基金条例の廃止につ
　いて
議第２０号
　鏡野町文化財保護基金条例の廃止について
議第２１号
　鏡野町日上山城史跡保存整備基金条例の廃止について

条例の廃止条例の廃止

原案
可決

議第２２号
　鏡野町公園等維持管理基金条例の廃止について
議第２３号
　鏡野町中山間地域保全基金条例の廃止について

条例の廃止計画の変更

原案
可決

議第２４号
　鏡野町近衛辺地ほか５辺地に係る公共的施設の総合整
　備計画の変更について

条例の廃止定住自立圏形成協定の変更

原案
可決

原案
可決

議第２５号
　定住自立圏形成協定の変更について

条例の廃止一般会計・特別会計予算

修正
可決

議第２６号
　令和５年度鏡野町一般会計予算
　受援計画策事業費352万円を削除
議第２７号
　令和５年度鏡野町津山・富線共同バス運行事業特別会
　計予算
議第２８号
　令和５年度鏡野町奨学会特別会計予算
議第２９号
　令和５年度鏡野町国民健康保険特別会計予算
議第３０号
　令和５年度鏡野町後期高齢者医療特別会計予算
議第３１号
　令和５年度鏡野町介護保険特別会計予算
議第３２号
　令和５年度鏡野町第７財産区特別会計予算　
議第３３号
　令和５年度鏡野町羽出財産区特別会計予算　
議第３４号
　令和５年度鏡野町富財産区特別会計予算　
議第３５号
　令和５年度鏡野町国民健康保険病院事業会計予算
議第３６号
　令和５年度鏡野町水道事業会計予算　
議第３７号
　令和５年度鏡野町下水道事業会計予算
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かがみの議会だより・第16号5

仲西議員　削除することに反対
　修正案は自分たちで考えた方がいいということだが、当然のことだと思う。いろんな計
画も自治体の担当者がしっかりと考えるということは大切なことではあるが、やはり担当
者、担当課だけではできないこともあるので、特に災害のことは専門家の助言も必要だ。
専門家の意見もしっかりと聞き入れた上で計画を作るというのが大切だと思うので、執行
部の議案の方に賛成。

藤田議員　削除することに賛成
　災害に見舞われて、国県他の自治体の援助を必要とする事態が生じる可能性があり、受
け入れる体制を整える受援計画は必要。しかし、352万円もかけて、業者に委託して、本
当に役に立つ受援計画になるのか、 説明を聞く限り、委託する意義と予算の必要性がわか
らない。災害対策に関わる計画は、各課、職員でシミュレーションしながら協議し、自分
たちで作ってみるべき。専門家の意見も聞かないと分からないということがあった時に、
予算を取ればよい。

岸議員　削除することに賛成　
　災害対策費用の受援計画の策定費用、352万円は全額委託費用。内閣府は令和3年6月に
改訂された市町村のための人的応援の受入れに関する受援計画作成の手引きを作成してい
る。一部の町村では、この手引きを活用し、県の支援を受け作成している。 
　鏡野町でも、県のコーディネーターの支援を受け、作成することができるのではないか。 
　また、352万円全額を委託することにより、受援計画策定後の各課の職員による内容の
検討後の経費はどのようになるのか、不透明。 

反対反対

賛成賛成

賛成賛成

議第26号　令和５年度一般会計予算は修正可決議第26号　令和５年度一般会計予算は修正可決

補正予算

原案
可決

議第３８号
　令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第７号）
　歳入歳出それぞれ２億5420万円減額し、総額125億
　7300万円とする
議第３９号
　令和４年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算
（第５号）
　直営診療施設勘定の歳入歳出それぞれ748万９千円
　を減額し、総額２億6777万６千円とする
議第４０号
　令和４年度鏡野町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
　歳入歳出それぞれ２万円追加し、総額２億1484万
　４千円とする
議第４１号
　令和４年度鏡野町介護保険特別会計補正予算
（第２号）
　歳入歳出それぞれ560万円追加し、総額17億5185万
　円とする
議第４２号
　令和４年度鏡野町国民健康保険病院事業会計補正予算
（第１号）

災害対策費のうち受援計画策定事業費の予算３５２万円を削除する
修正を行った上で賛成多数で可決しました。

条例の廃止任命同意

原案
同意

同意第１号
　鏡野町教育委員会教育長の任命について
同意第２号
　鏡野町教育委員会委員の任命について

条例の廃止条例の制定 

原案
可決

発議第１号
　鏡野町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につ
　いて

条例の廃止条例・規則の一部改正

原案
可決

発議第２号
　鏡野町議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正
　について
発議第３号
　鏡野町議会の会期等に関する条例の一部改正について
発議第４号
　鏡野町議会会議規則の一部改正について
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修正案に関する討論
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財産の取得について

原案
可決

議第１号
　財産の取得について
　取得理由／鏡野町貯木場整備事業に伴い、林業用重機１台を取得するため　
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２月会議で決まりました２月会議で決まりました
２月２日に随時会議が招集され１件の議案が審査され全会一致で可決されました。

令和５年２月会議（随時会議）賛否の公表

～令和５年度当初予算の新規・注目事業～　住み続けたい、住んでよかったまちに！
お試し住宅整備事業

3300万円
　昨年は、上齋原に１軒整備し
現在、募集中。今年度は、鏡
野、富、奥津地域の三か所を予
定し、空き家所有者と町が賃貸
借契約を交わし、リフォームを
行う。
　その後に、移住希望者が賃貸
物件として１０年間活用する。

使用済み紙おむつ処理機導入事業
104万3千円

　これまで、保護者が持ち帰っていた
紙おむつを園で処理することとなり、
レンタルのおむつ処理機を導入する。

ひきこもり支援事業
492万9千円

　ひきこもり相談窓口を周知し、委託機関と連携しな
がら家族や本人と寄り添いながら支援（15歳～64
歳）を行う。また、新たに連絡協議会を設立し、居場
所づくりなどの体制整備に努める。

貯木場経常管理費
3863万9千円

　令和５年4月から業務を開始する。
　町内に分散する小規模な集積場を
一か所にし、運搬費の負担を軽減し、
町産材の安定供給につなげる。貯木場が、岡山県森林
組合連合会津山木材共販所の中間土場になることによ
り、出荷者は運送費用の軽減を図ることができ、木材
出荷時のメリットになる。椪積料(はいづみりょう)、
検知料、選木料等については、町が負担する。

町観光団体事業
3286万2千円

（仮称）鏡野町観光局を6月に設立を予定し、観光地
域づくりの舵取り役・地域DMOとして登録し、専門
的な人材を2名配置し推進体制を確立する。拠点を
「みずの郷奥津湖」に置く。

恩原高原緑化事業
200万円

　恩原高原スキー場の休業
中の集客を目的に、恩原高
原スキー場クリスタルパレ
スを8ヶ月（４月から１１
月）間開放する。ニッコウ
キスゲやノカンゾウの群生
や、マウンテンバイクコー
スで魅力アップを図る。　

鶴喜小学校臨時管理費
5億9100万1千円

　大規模改修に伴う、仮設校舎のリース料及び工事費

鶴喜保育園整備事業費
１億8125万円

　鶴喜保育園新築工事（造成工事費）

国保病院建設費繰出金
8186万２千円

　国保病院財政支援（施設整備費）

子育て世帯訪問支援事業
102万4千円

　虐待リスクの高まりを未然に防ぎ、児童の養育環境
を整えることを目的に、妊産婦、ヤングケアラー等、
支援を必要とする家庭に対して、訪問により家事支援
または、育児支援を行う。
　家事の代行等行う業者に委託し、料金は1時間当た
り1000円を利用者が負担。残りは町が負担する。
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鏡野町議会　第９回「町民と議会との意見交換会」での
意見・要望事項への回答

回答回答
❶告知放送を屋外で聞くことがあるが、
井坂地域、養野地域では、音が反響し
て何を言っているのかわからない。こ
のままでは、大切な告知を聞き逃す可
能性がある。よく聞こえるように、研
究してもらいたい。

❶告知放送を屋外で聞くことがあるが、
井坂地域、養野地域では、音が反響し
て何を言っているのかわからない。こ
のままでは、大切な告知を聞き逃す可
能性がある。よく聞こえるように、研
究してもらいたい。

　地元区長と協議し、必要に応じス
ピーカーの向きや音量の調整を検討し
ます。また、ご自宅に設置している告
知放送受信機で放送内容が確認できま
すので この機能をご活用ください。

　地元区長と協議し、必要に応じス
ピーカーの向きや音量の調整を検討し
ます。また、ご自宅に設置している告
知放送受信機で放送内容が確認できま
すので この機能をご活用ください。

回答回答
❷栄養委員、愛育委員は地域
を代表して幹事になれば、年
間3~4回の会合があり、町外
へ出ることもある。勉強にな
ることばかりだが、委員も幹
事も一律に年報酬で、栄養委
員は２万円、愛育委員は３万
円と決められている。報酬で
はなく、出た時だけに支給さ
れる旅費など費用弁償にして
いただけないのだろうか。 

❷栄養委員、愛育委員は地域
を代表して幹事になれば、年
間3~4回の会合があり、町外
へ出ることもある。勉強にな
ることばかりだが、委員も幹
事も一律に年報酬で、栄養委
員は２万円、愛育委員は３万
円と決められている。報酬で
はなく、出た時だけに支給さ
れる旅費など費用弁償にして
いただけないのだろうか。 

　愛育、栄養両委員会の幹事さん方には、地区の
活動のほか、幹事会や美作地区や県の研修会等に
ご参加いただいており、幹事さんたちの負担も大
きいように思われます。幹事会の中でも、複数の
幹事さんから同様のご意見をいただいており、検
討すべき事項であることと認識しております。 
　令和５年度から、会議や研修会に参加された委
員さんに対し、年報酬とは別に交通費が支出でき
るよう要綱を改正しております。 
　また、両委員の活動内容につきましても、見直
しをし、負担の軽減を図るなど改善をしました。 

　愛育、栄養両委員会の幹事さん方には、地区の
活動のほか、幹事会や美作地区や県の研修会等に
ご参加いただいており、幹事さんたちの負担も大
きいように思われます。幹事会の中でも、複数の
幹事さんから同様のご意見をいただいており、検
討すべき事項であることと認識しております。 
　令和５年度から、会議や研修会に参加された委
員さんに対し、年報酬とは別に交通費が支出でき
るよう要綱を改正しております。 
　また、両委員の活動内容につきましても、見直
しをし、負担の軽減を図るなど改善をしました。 

　かがみの広報３月号に「政策提言」としてまとめたものを挟みました。ご覧いただけたでしょうか。
今回の「かしの木」には「政策提言」に載せられなかったご意見・要望と町の回答を載せます。ご覧ください。
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く
ら
し
安
全
課

 

く
ら
し
安
全
課

回答回答

❸旧奥津中学校のグラウンド
の管理は誰がしているので
しょうか。地元住民は使用で
きるのでしょうか。 

❸旧奥津中学校のグラウンド
の管理は誰がしているので
しょうか。地元住民は使用で
きるのでしょうか。 

　旧奥津中学校のグラウンドは、平成28年の廃
校以降無償貸与計画に基づき美作学園が管理し
ています。地元利用に関しては、美作学園との
直接交渉となると考えられます。
　現在は、新型コロナ感染症の影響により利用
がなされていませんが、今後の利用並びに管理
について美作学園にお願いします。

　旧奥津中学校のグラウンドは、平成28年の廃
校以降無償貸与計画に基づき美作学園が管理し
ています。地元利用に関しては、美作学園との
直接交渉となると考えられます。
　現在は、新型コロナ感染症の影響により利用
がなされていませんが、今後の利用並びに管理
について美作学園にお願いします。

総
合
政
策
室

総
合
政
策
室

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課
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かがみの議会だより・第16号 8

回答回答
❺各公民館や各避難所にもWi-Fi
を設置してほしい。以前にも必要
性を感じてお尋ねしたこともあっ
たが、その際には回答は頂けな
かった。

❺各公民館や各避難所にもWi-Fi
を設置してほしい。以前にも必要
性を感じてお尋ねしたこともあっ
たが、その際には回答は頂けな
かった。

　役場庁舎側から学校給食共同調理場に上がる坂道
について、令和４年11月19日付けで、学校給食共同
調理場所長から納入業者に対して、生徒の登校時の
午前７時30分から午前８時30分までと下校時に生徒
がいる間の通行禁止と、終日を通して一方通行をお
願いすることにより、登校下校時の生徒の安全確保
を図っています。  

　役場庁舎側から学校給食共同調理場に上がる坂道
について、令和４年11月19日付けで、学校給食共同
調理場所長から納入業者に対して、生徒の登校時の
午前７時30分から午前８時30分までと下校時に生徒
がいる間の通行禁止と、終日を通して一方通行をお
願いすることにより、登校下校時の生徒の安全確保
を図っています。  

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

回答回答
❻鏡野給食センターに庁舎側か
ら上がる坂道を納品業者が行き
来し、登校の生徒と時間帯が重
なり危険です。通行を許可され
ている車両なら出入りできる等
の制限を設けてほしい。

❻鏡野給食センターに庁舎側か
ら上がる坂道を納品業者が行き
来し、登校の生徒と時間帯が重
なり危険です。通行を許可され
ている車両なら出入りできる等
の制限を設けてほしい。

　これからの社会を生き抜くうえで、職業の選択肢
を広げるためにも、海外の子どもたちとの積極的な
交流により国際感覚を身につける機会を持つことは、
大変意義深いことと考えており、現在町内の小学校
でも、オンラインで海外の小学校と交流を行ってい
るところです。 
　中学校での交流受け入れについては、できる限り
対応したいところではありますが、教育課程編成の
中で授業や行事の都合上、年度途中など受け入れ調
整等の対応が叶わない場合もあることについて、ご
理解頂きたいと思います。 

　これからの社会を生き抜くうえで、職業の選択肢
を広げるためにも、海外の子どもたちとの積極的な
交流により国際感覚を身につける機会を持つことは、
大変意義深いことと考えており、現在町内の小学校
でも、オンラインで海外の小学校と交流を行ってい
るところです。 
　中学校での交流受け入れについては、できる限り
対応したいところではありますが、教育課程編成の
中で授業や行事の都合上、年度途中など受け入れ調
整等の対応が叶わない場合もあることについて、ご
理解頂きたいと思います。 

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

回答回答
❼我が家は、これまでにホーム
スティで7か国の受入れをし、
交流の輪を広げてきた。今年度
も、カナダと上海の中学生を受
け入れたが、津山市の小学校で
は交流ができたのに、鏡野中学
校では受け入れられなかった。
もっと、交流の幅を広げても良
いのではないだろうか。 

❼我が家は、これまでにホーム
スティで7か国の受入れをし、
交流の輪を広げてきた。今年度
も、カナダと上海の中学生を受
け入れたが、津山市の小学校で
は交流ができたのに、鏡野中学
校では受け入れられなかった。
もっと、交流の幅を広げても良
いのではないだろうか。 

　各公民館や各避難所へのWi-Fi設置ですが、
現在中央公民館など10カ所の指定避難所に
Wi-Fi設備を設置しております。未設置の公民
館等につきましては、設置に向けて近隣自治
体の事例、整備方法の検討など進めています。 

　各公民館や各避難所へのWi-Fi設置ですが、
現在中央公民館など10カ所の指定避難所に
Wi-Fi設備を設置しております。未設置の公民
館等につきましては、設置に向けて近隣自治
体の事例、整備方法の検討など進めています。 

く
ら
し
安
全
課

生
涯
学
習
課

く
ら
し
安
全
課

生
涯
学
習
課

回答回答
❹高清水トレイルに
チップが敷いてあるが、
固めていないので荒れ
ている。登山者に「運
んでください」とある
が、リュックにも入れ
られず運びにくい。運
べる方法を考えてほし
い。また、人形峠に設
置のトイレが臭いと評
判が悪い。改良してい
ただきたい。 

❹高清水トレイルに
チップが敷いてあるが、
固めていないので荒れ
ている。登山者に「運
んでください」とある
が、リュックにも入れ
られず運びにくい。運
べる方法を考えてほし
い。また、人形峠に設
置のトイレが臭いと評
判が悪い。改良してい
ただきたい。 

　高清水トレイルのチップについては、環境に配慮した形
での敷設を行っており、また、国定公園内（氷ノ山後山那
岐山国定公園）であり、様々な制限があったことから、自
然に近い形での整備を行ったものです。 
　チップの運搬については、経費をかけない形での運搬を
実施しており、今後様々な運搬方法を検討してまいります。 
　人形峠のトイレにつきましても、環境に配慮した形での
処理方法を選択しており、一度に多くの来場者がありバイ
オ処理能力を越えた場合、臭いが発生することもありまし
た。近代化されたトイレ環境との比較をすると差はあるか
もしれませんが、ご理解をいただきたいと思います。 

　高清水トレイルのチップについては、環境に配慮した形
での敷設を行っており、また、国定公園内（氷ノ山後山那
岐山国定公園）であり、様々な制限があったことから、自
然に近い形での整備を行ったものです。 
　チップの運搬については、経費をかけない形での運搬を
実施しており、今後様々な運搬方法を検討してまいります。 
　人形峠のトイレにつきましても、環境に配慮した形での
処理方法を選択しており、一度に多くの来場者がありバイ
オ処理能力を越えた場合、臭いが発生することもありまし
た。近代化されたトイレ環境との比較をすると差はあるか
もしれませんが、ご理解をいただきたいと思います。 

産
業
観
光
課

産
業
観
光
課
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かがみの議会だより・第16号9

▲明石駅前施設「パピオスあかし」内のこども広場
　親子交流スペースハレハレには大型遊具が沢山

文教厚生常任委員会 行政視察報告文教厚生常任委員会 行政視察報告令和４年度令和４年度
◯ 日　　程：2023年１月31日㈫～２月１日㈬
◯ 視察先①：兵庫県明石市　視察内容：子育て支援施策、シティセールス（広報戦略）
◯ 視察先②：兵庫県淡路市　視察内容：タブレット活用教育推進事業、廃校活用事業
◯ 参 加 者：委員長／飯綱　洋平　副委員長／鈴木　大介
 　　　　　　委　員／長石　幸男、片田　八重美、牧田　俊一、花房　尚

　市政方針としてまず子育て支援に力を注ぎ、市民にやさしいまちづくり政策が浸透した結
果、市民の安心感が増し、人口が増え、にぎわいが増し（地価が上昇）、税収が増え（８年
間で32億円増）、更なる市民サービスができるという経済的な好循環をも生みだしている。

　明石市が独自に進める５つの無料化施策は、子どもに支援を確実に届けるためサービス
を無料で提供。この無料化施策により人口増・出生率上昇となり、まちが元気に！

明 石 市明 石 市

子育て支援施策『こどもを核としたまちづくり』子育て支援施策『こどもを核としたまちづくり』

所得制限なし！明石市独自の5つの無料化所得制限なし！明石市独自の5つの無料化

① こども医療費（高校3年生まで）無料化　※薬代・市外の病院も無料
② 保育料（第２子以降・副食費）無料化
③ おむつ等（3000円相当の子育て用品を計10回配布）無料化
④ 中学校給食の無料化
⑤ 遊び場（主な公共施設の入場料）無料化

① こども医療費（高校3年生まで）無料化　※薬代・市外の病院も無料
② 保育料（第２子以降・副食費）無料化
③ おむつ等（3000円相当の子育て用品を計10回配布）無料化
④ 中学校給食の無料化
⑤ 遊び場（主な公共施設の入場料）無料化

　年２回、市内保育フェアを開催。市内民間保育施設へ職場訪問を行うバスツアーを企画。
参加者が保育現場を身近に体験でき、就職コーディネーターによる充実サポートも。
保育士が永く仕事を続けられる環境と仕組づくりを整備。処遇改善施策の制度化も。

魅力的！こだわり保育士確保対策魅力的！こだわり保育士確保対策

① 保育士宿舎補助金制度
② 定着支援金制度：就業から7年間で総額160万円が保育士個人に直接支給される
① 保育士宿舎補助金制度
② 定着支援金制度：就業から7年間で総額160万円が保育士個人に直接支給される
＊就業後3ヶ月で10万円支給、そこから1年毎に20万円を6年間支給、７年目に30万円を支給する制度。＊就業後3ヶ月で10万円支給、そこから1年毎に20万円を6年間支給、７年目に30万円を支給する制度。

▲市政ガイド2022：イラストや写真が豊富でわかりやすい



かがみの議会だより・第16号 10

　元小学校校舎を活用した「のじまスコーラ」は定休日だったので残念ながらマルシェや
カフェ等店舗は営業していなかったが、本格的なイタリアンレストランの内装は、雰囲気
は満点。週末には200人程の訪客があるとのこと。ここで廃校活用事業についての研修を
受けた。３階の眺めのよいテラスから瀬戸内海に沈む美しい夕日を眺め、視察が終了した。

淡 路 市淡 路 市

タブレット活用教育（2012年から小中学校で取り入れている）の研修（市役所内）タブレット活用教育（2012年から小中学校で取り入れている）の研修（市役所内）
のじまスコーラ（パソナグループが運営する人気の廃校活用事業の事例） を視察のじまスコーラ（パソナグループが運営する人気の廃校活用事業の事例） を視察

▲「のじまスコーラ」からの夕日と雰囲気のよいイタリアンレストランの内装

▲笑顔のタネあかし：子育て世代に人気のサイト

　移住ターゲットである子育て層
に向けた専用サイトも。明石独自
の子育て専用サイト「笑顔のタネ
あかし」（年間約10万PV）は人
気のコンテンツになっている。

　この他、明石駅前に建つ「パピオスあかし」
を視察。ビル内には、妊娠期から中高生まで幅
広い年齢の子育てを地域でサポートすることを
目指した総合施設「あかしこども広場」や一日
2000人が利用する「市民図書館」が入る。訪
れた日も多くの人々が利用していた。

PR効果抜群！PR効果抜群！

▲視察会場から明石海峡大橋を望む
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式
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一
般
質
問

かがみの議会だより・第16号11 〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

答答
　
　
　
指
導
員
の
補
充
は

　
　
で
き
た
の
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長
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職
を
予
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し
て

い
た
10
名
に
対
し
て
、
再

三
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た
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慰
留
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し
、
３
名
が
引
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き
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よ
っ
て
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現
時
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職
予
定
者
は
７

名
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和
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度
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紙
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ー
ジ
、
ポ
ス
タ
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示
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よ
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な
っ
て
い
る
。

内
訳
は
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ

ー
ト
（
Ｏ
Ｂ
の
方
）
の
各

問問

答答 問問

答答 問問

１
名
。
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
の
中
心
と
な
る
フ
ル
タ

イ
ム
指
導
員
は
、
令
和
４

年
度
と
比
較
し
て
２
名
減

で
あ
り
、
補
充
は
で
き
て

い
な
い
。

　
　
　
令
和
５
年
４
月
以

　
　
降
の
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
令
和
５
年
度
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
直
営
で
運
営
を
行
う
。

放
課
後
の
児
童
に
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
、
保

護
者
に
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
図
っ
て
貰
え
る
よ

う
、
適
切
な
運
営
に
努
め

る
。
指
導
者
の
確
保
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
ま
た
、
指
導
員

の
資
質
向
上
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
の
課
題
で
あ
る
。

鏡
野
町
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
者
が
、
令
和
５
年

２
月
に
児
童
ク
ラ
ブ
責
任

者
に
向
け
て
行
っ
た
説
明

で
は
、
「
充
実
し
た
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
指

導
員
の
質
は
確
実
に
上
が

る
」
と
い
っ
た
助
言
も
受

け
て
い
る
。
初
任
者
、
中

堅
者
、
主
任
者
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
、
そ

の
時
々
に
応
じ
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
研
修
に
よ
り
、
指

導
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
に
も
、
民
間
委
託
に

向
け
た
条
件
を
整
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　
フ
ル
タ
イ
ム
指
導

　
　
員
が
不
足
で
は
長
期

休
校
中
（
夏
・
冬
・
春
休

み
）
に
利
用
す
る
児
童
が

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

利
用
が
で
き
な
い
と
思
う

が
、
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
校
期
間
中
は
、
朝
７

時
30
分
か
ら
夕
方
６
時
30

分
ま
で
11
時
間
と
長
時
間

に
な
る
た
め
、
複
数
の
指

導
者
を
シ
フ
ト
に
よ
り
組

み
合
わ
せ
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
。

現
状
で
あ
れ
ば
、
指
導
員

の
確
保
が
不
十
分
な
中
で

長
期
休
校
期
間
中
の
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
保

護
者
へ
負
担
を
掛
け
る
事

態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

指
導
員
の
募
集
を
継
続
し

て
い
く
。
ま
た
、
美
作
大

学
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
す

る
な
ど
し
て
、
パ
ー
ト
の

募
集
も
行
っ
て
い
る
。

岸　泰廣［きし やすひろ］議員

フルタイム指導員の補充は
できていない

放課後児童クラブ指導員の
補充はできたか

質問質問

答弁答弁

３

月

会

議

意

見

交

換

会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第16号 12〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

答答 答答
　
　
　
今
回
の
災
害
級
の

　
　
大
雪
で
は
、
町
道
の

除
排
雪
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
道
路
除
雪

計
画
に
基
づ
き
町
内
業
者

７
社
と
除
雪
作
業
委
託
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。
１

月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
は
、
近
年
に
な
い
大
雪

で
、
特
に
町
南
部
の
道
路

交
通
に
も
影
響
が
出
た
た

め
、
契
約
す
る
７
社
に
加

え
、
25
日
の
早
朝
か
ら
各

地
区
の
建
設
業
者
10
社
へ

協
力
依
頼
し
て
迅
速
な
除

雪
対
応
に
当
た
っ
た
。

　
　
　
地
元
建
設
業
者
と

　
　
の
間
で
道
路
除
排
雪

協
定
等
は
結
ん
で
い
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
鏡
野
町

災
害
時
緊
急
対
策
支
援
協

会
と
「
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
対
策
支
援
業

務
に
関
す
る
協
定
」
は
、

今
回
の
よ
う
な
大
雪
も
想

定
し
た
協
定
か
。

　
　
建
設
課
長

　
　
　
協
定
の
中
に
大
規

模
な
地
震
、
風
水
害
等
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
近
年

問問問問

答答 問問

答答答答 問問問問

に
な
い
今
回
の
大
雪
に
つ

い
て
も
対
象
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
通
学
路
の
除
雪
は

　
　
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
歩
道
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
町
北
部
は
歩
道

ロ
ー
タ
リ
に
よ
る
除
雪
を

行
い
、
町
南
部
に
つ
い
て

も
近
年
に
な
い
大
雪
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
町
職
員

に
よ
る
歩
行
型
ロ
ー
タ
リ

除
雪
機
を
使
用
し
て
の
除

雪
、
建
設
業
者
へ
依
頼
し

て
の
除
雪
を
行
っ
た
。
今

回
の
除
雪
に
際
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生
活
道
路

あ
る
い
は
通
学
路
に
お
い

て
、
地
区
、
町
民
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
区
内
の
企
業
な
ど
、

様
々
な
方
々
が
除
雪
作
業

に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　
　
ー
ド
高
度
利
用
の
取

組
予
定
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
度
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

て
解
決
で
き
る
課
題
の
洗

い
出
し
を
行
っ
た
上
で
、

外
部
専
門
人
材
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。
策

定
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

中
で
、
取
組
方
針
と
実
施

す
る
事
業
を
決
定
し
て
い

く
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

　
　
市
国
家
構
想
交
付
金

の
利
用
を
想
定
し
た
取
組

で
令
和
５
年
当
初
予
算
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
事
業

は
。

　
　
町　
長

　
　
　
３
つ
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
当
初
予
算

に
計
上
。

①
観
光
団
体
事
業
と
し
て

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
Ｄ

Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
、
そ
の
団

体
の
運
営
と
民
間
旅
行
会

社
と
町
内
民
間
企
業
の
広

報
を
担
当
す
る
社
員
を
誘

致
す
る
事
業
へ
約
３
千
２

百
万
円
を
計
上
。

②
観
光
総
合
シ
ス
テ
ム
運

営
事
業
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
メ
イ
ン
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
の
連
動
性
を
高
め

た
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

な
観
光
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
作
成
、
会
員
制
の
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
等
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
会
員
管
理
、

旅
行
商
品
、
そ
し
て
特
産

品
等
の
管
理
や
販
売
な
ど
、

一
元
的
に
運
用
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
約
１

千
４
百
80
万
円
を
計
上
。

③
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
地
方
創
生

推
進
タ
イ
プ
に
よ
り
３
つ
の
事
業
を
実
施
す
る

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の

利
用
を
想
定
し
た
取
組
は

質問質問

答弁答弁

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

道路除排雪協定等は結んでいないが、「大規模災害時に
おける緊急対策支援業務に関する協定」は締結している

地元の建設業者との道路除排雪協定等は
結ばれているか

質問質問

答弁答弁

自
然
、
文
化
体
験
な
ど
の

３
要
素
を
複
合
的
に
構
成

し
た
、
観
光
庁
が
推
進
す

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
物
品
購
入
、
人

材
育
成
、
受
入
環
境
整
備

を
行
う
か
が
み
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
事
業
と
い
た

し
ま
し
て
約
６
百
50
万
円

を
計
上
。

　
こ
の
３
つ
の
事
業
に
は
、

い
ず
れ
も
事
業
費
の
２
分

の
１
の
額
の
交
付
金
を
充

当
す
る
予
定
で
、
既
に
内

閣
府
へ
の
申
請
を
済
ま
せ

て
い
る
と
こ
ろ
。

３

月

会

議

２

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第16号13 〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

答答答答答答
　
　
　
後
継
者
不
足
と
高

　
　
齢
化
に
よ
る
農
地
荒

廃
化
の
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
農
業
部
門
の
統
合

に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
新

会
社
に
よ
っ
て
対
策
で
き

る
と
思
う
が
、
当
面
は
確

実
で
安
定
的
な
経
営
基
盤

づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
。

　
　
　
新
会
社
の
統
合
に

　
　
よ
り
で
き
る
具
体
的

な
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
・
奥
津
・
富

の
各
機
械
類
を
相
互
に
使

用
、
効
率
的
な
運
用
体
制

を
整
え
、
機
械
導
入
も
計

画
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、

北
部
の
冬
季
間
、
南
部
で

生
産
で
き
る
も
の
を
研
究

し
て
い
く
。　
　
　
　
　

　
　
　
集
落
営
農
組
織
な

　
　
ど
町
と
し
て
組
織
強

化
と
人
材
育
成
の
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
営
農
組
合

等
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て

組
織
体
制
を
は
か
り
、
人

材
育
成
は
岡
山
県
と
連
携

問問問問問問

答答答答 問問

答答 問問

答答答答 問問

答答 問問

問問

問問 し
積
極
的
に
進
め
る
。　

　
　
　
町
内
の
集
落
営
農

　
　

組
織
数
は
、
ま
た
、

新
会
社
と
の
連
携
に
つ
い

て
の
協
議
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
集
落
営
農
組
織
13

組
織
・
農
事
組
合
法
人
６

法
人
・
１
株
式
会
社
・
任

意
組
合
６
組
合
あ
り
、
令

和
５
年
度
中
に
協
議
を
行

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
農
業
・
園
芸
の
新

　
　

規
参
入
（
認
定
農

業
）
者
に
対
す
る
助
成
金

以
外
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
独
自
の
取

組
で
新
規
就
農
者
の
確
保

を
目
標
と
し
新
規
就
農
奨

励
事
業
に
取
り
組
ん
で
年

間
３
か
ら
５
名
の
就
農
者

を
迎
え
、
新
会
社
の
基
盤

強
化
を
し
、
就
農
希
望
者

の
受
け
皿
と
し
て
一
時
も

し
く
は
年
間
雇
用
が
可
能

な
体
験
・
働
く
場
の
確
保

を
図
り
兼
業
農
家
と
は
少

し
異
な
る
半
農
半
Ｘ
（
エ

ッ
ク
ス
）
な
ど
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し

た
人
材
活
用
の
機
会
や
確

保
の
機
能
を
持
た
せ
移
住

者
に
対
す
る
営
農
指
導
も

で
き
る
人
材
確
保
も
必
要

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
米
価
下
落
に
よ
る

　
　
離
農
の
対
策
と
し
て

６
次
産
業
化
や
園
芸
作
物

へ
の
転
換
推
進
を
進
め
て

い
る
が
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
指
導
を
す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
と
し
て
も
米
価

下
落
は
非
常
に
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
そ
の
中
で
Ｊ

Ａ
・
岡
山
県
美
作
広
域
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と

共
同
し
て
国
・
県
の
事
業

を
活
用
し
た
、
資
材
費
補

助
に
よ
る
園
芸
作
物
の
作

付
面
積
拡
大
の
説
明
に
併

せ
、
就
農
希
望
者
を
増
や

す
た
め
イ
ベ
ン
ト
等
で
展

示
や
販
売
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を

し
、
単
独
事
業
の
地
域
特

産
物
振
興
事
業
に
よ
り
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
水

稲
に
替
わ
る
作
物
の
推
進

を
行
う
。

難波 達男［なんば たつお］ 議員

町村合併以来の懸案事項である農業部門の第三
セクター統合による新会社が重要な役目を果たす

地域経済を支える里づくりの中で
農業の振興は

質問質問

答弁答弁

　
　
　
園
芸
作
物
へ
の
補

　
　
助
は
継
続
す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　

国
・
県
の
対
応
、

町
内
の
状
況
を
見
て
転
作

へ
の
補
助
は
令
和
４
年
度

同
様
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る

　
　
被
害
対
策
に
つ
い
て

補
助
金
な
ど
の
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
捕
獲
頭
数
上
限
の

引
き
上
げ
は
令
和
３
年
度

に
現
行
の
頭
数
に
な
っ
て

お
り
、
捕
獲
単
価
等
は

国
・
県
の
制
度
が
変
更
、

削
減
さ
れ
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
助
成
制
度
を
進
め
て

お
り
有
効
な
捕
獲
頭
数
の

確
保
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
的
・
自
主
的
な

防
護
手
段
と
し
て
平
成
28

年
度
よ
り
地
域
全
体
を
囲

う
地
域
柵
を
国
庫
補
助
の

材
料
支
給
を
受
け
て
各
地

域
で
実
施
し
て
も
ら
い
町

単
独
の
電
気
柵
等
の
補
助

に
よ
る
対
策
を
す
る
。

　
　
　
今
後
、
補
助
金
が

　
　
減
額
と
な
ら
な
い
よ

う
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
将
来
的
に
大
き
な

社
会
情
勢
の
変
化
が
な
い

限
り
減
額
に
な
ら
な
い
よ

う
努
め
る
。

３

月

会

議

意

見

交

換

会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

答答答答 答答
　
　
　
令
和
５
年
度
の
保

　
　
育
の
待
機
児
童
の
現

状
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
待
機
児
童
は
20
名
、

う
ち
16
名
が
３
歳
未
満
児
。

　
　
　
保
育
士
不
足
が
原

　
　
因
か
、
他
に
原
因
は

あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
保
育
士
不
足
は
全

国
的
な
傾
向
。
保
育
士
資

格
を
持
つ
就
職
希
望
者
の

約
半
数
が
保
育
士
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

あ
る
い
は
保
育
士
を
取
り

巻
く
労
働
環
境
あ
る
い
は

処
遇
、
ま
た
扶
養
の
範
囲

内
と
い
っ
た
働
き
方
も
原

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
意
欲
を
持
っ
て
働

　
　
き
た
い
職
場
に
す
る

た
め
に
は
保
育
士
の
配
置

基
準
の
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
保
育
士
の
配
置
に

つ
い
て
は
国
の
基
準
に
よ

る
。
１
・
２
歳
児
の
例
で

問問

答答 問問

問問問問

は
、
国
の
１
人
で
６
人
を

受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る

が
鏡
野
町
で
は
保
育
士
の

負
担
、
子
ど
も
の
安
全
を

考
え
、
５
人
以
下
に
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

　
今
後
も
特
別
に
配
慮
の

必
要
な
子
ど
も
へ
の
支
援

も
考
慮
し
、
町
独
自
の
人

員
配
置
に
も
努
め
た
い
。

　
　
　
今
後
予
想
さ
れ
る

　
　
保
育
の
ニ
ー
ズ
や
施

設
の
問
題
は
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
３
歳
児
未
満
の
待

機
児
童
は
多
く
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
予
測

し
て
い
る
。
保
育
士
の
確

保
や
他
に
対
策
が
と
れ
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

子どもに向き合い、丁寧な保育を最優先に
鏡野町独自の人員配置に努めたい

働きたい職場にするためには、
保育士配置基準の改善が必要ではないか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

答答 問問問問

答答 答答問問

　
　
　
教
育
費
の
保
護
者

　
　
負
担
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
小
学
校
入
学
時
か

ら
卒
業
ま
で
の
６
年
間
の

教
育
費
の
保
護
者
負
担
は
、

ラ
ン
ド
セ
ル
、
制
服
代
、

給
食
費
、
海
事
研
修
、
修

学
旅
行
等
で
約
60
万
円
程

度
、
中
学
校
入
学
か
ら
卒

業
ま
で
の
３
年
間
で
は
約

40
万
円
程
度
と
思
う
。

　
　
　
憲
法
26
条
２
項
に

　
　
は
「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
あ

る
。
ま
た
、
物
価
高
騰
の

中
、
経
済
的
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
は
少
子
化
対
策

に
も
な
る
と
思
う
。
給
食

費
の
無
償
化
が
全
国
に
ど

れ
く
ら
い
広
が
っ
て
い
る

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
４
年
12
月
の

資
料
か
ら
、
全
国
で
２
５

４
の
自
治
体
が
小
・
中
学

校
と
も
に
給
食
費
の
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
。

　
鏡
野
町
は
、
一
般
財
源

か
ら
持
ち
出
し
、
食
材
費

の
高
騰
分
を
抑
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
給
食
費
に

つ
い
て
も
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
給
食
費

は
据
え
置
き
、
引
き
続
き

物
価
高
騰
分
を
公
費
負
担

す
る
方
向
で
調
整
を
し
て

い
る
。
保
護
者
に
は
、
今

ま
で
と
同
様
の
負
担
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
無
償
に
す
る
こ
と

　
　
は
、
農
業
の
振
興
に

も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
確
か
に
農
業
と
は

恒
久
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の

財
源
に
た
ど
り
着
か
な
い

国
が
実
施
す
る
ま
で
学
校
給
食
の

無
償
化
を
町
独
自
で
、で
き
な
い
か

質問質問

答弁答弁

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
食
材
が

町
内
で
取
れ
て
、
自
分
た

ち
の
口
に
入
っ
て
、
一
緒

に
成
長
が
で
き
て
い
る
ん

だ
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

は
必
要
だ
。
た
だ
、
無
償

化
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

が
直
接
的
な
因
果
関
係
に

結
び
つ
く
か
は
別
と
し
て
、

地
産
地
消
の
思
い
で
取
組

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

き
た
い
。

３

月

会

議

２

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

消費生活センターや警察と連携し対応したり、
告知放送などを活用していきたい

高齢者がねらわれやすい犯罪からどう守って
いくか、どのような対策を考えているか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

答答
　
　
　
現
在
起
こ
っ
て
い

　
　
る
特
殊
詐
欺
、
民
家

強
盗
や
不
審
な
電
話
に
、

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら

し
の
人
々
（
高
齢
者
）
が

ね
ら
わ
れ
や
す
く
、
町
内

に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
か

ら
も
、
大
変
不
安
な
声
が

き
か
れ
る
。
町
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
最
近
の
テ
レ
ビ
や

新
聞
の
報
道
を
見
聞
き
し

て
、
不
安
を
持
た
れ
て
い

る
高
齢
者
の
方
も
お
ら
れ

る
と
思
う
。

　
町
へ
ご
相
談
を
い
た
だ

い
た
場
合
は
、
相
談
の
内

容
に
よ
り
異
な
る
が
、
消

問問

答答 問問

答答 問問

答答

答答

問問問問

費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察

と
連
携
し
、
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
告
知
放
送
や

安
全
・
安
心
か
が
み
の
情

報
メ
ー
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
町
民
の
皆
様
へ
知
ら
せ
、

特
殊
詐
欺
等
防
止
機
器
購

入
補
助
金
の
制
度
案
内
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
相
談
者
に
は
、
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
ら
、
相
手

に
せ
ず
、
電
話
を
切
り
、

家
族
や
身
近
な
人
へ
相
談

す
る
な
ど
し
て
い
た
だ
き

た
く
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　
防
犯
（
監
視
）
カ

　
　
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
や
デ
ー
タ
管

理
な
ど
の
問
題
も
生
じ
る
。

未
来
希
望
基
金
を
活
用
す

る
な
ど
独
自
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
区
も
あ
り
、
各
地

区
で
設
置
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
㈱
夢
ア
グ
リ
鏡
野
、

　
　
㈱
未
来
奥
津
、
㈱
フ

ァ
ー
ム
登
美
の
三
つ
の
組

織
を
株
式
会
社
形
態
と
し

た
い
き
さ
つ
、
経
過
と
そ

の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し

て
ほ
し
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
い
き
さ
つ
、
理
由

に
つ
い
て
は
、
当
時
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
荒
廃
農
地

の
懸
念
が
大
き
く
な
り
、

こ
れ
ら
を
一
手
に
引
き
受

け
る
受
け
皿
と
し
て
各
第

三
セ
ク
タ
ー
が
設
立
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
収

益
事
業
を
鑑
み
株
式
会
社

に
し
た
と
思
わ
れ
る
。　

　
　
　
合
併
の
方
式
と
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
総

資
産
、
株
式
価
値
、
債
務

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

合
併
契
約
書
は
作
成
、
開

示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
「
株
式
会
社
未
来

奥
津
」
へ
の
吸
収
合
併
で
、

名
称
は
「
株
式
会
社　
夢

ア
グ
リ
鏡
野
」
の
予
定
で

あ
る
。
資
産
・
負
債
共
に

す
べ
て
が
継
承
と
な
る
。

「
合
併
契
約
書
」
は
、
作

成
し
て
い
る
。
開
示
に
つ

い
て
は
、
会
社
法
の
規
定

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
将
来
、
公
社
に
統

　
　
合
す
る
場
合
、
一
般

財
団
法
人
と
し
て
問
題
は

な
い
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
荒
廃
農
地
の
懸
念
が
大
き
く
な
り
、

一
手
に
引
き
受
け
る
受
け
皿
と
し
て
設
立
さ
れ
た

夢
ア
グ
リ
鏡
野
・
未
来
奥
津
・
フ
ァ
ー
ム
登
美
の
三
つ
の
組
織

を
株
式
会
社
形
態
と
し
た
い
き
さ
つ
、
経
過
と
そ
の
理
由
は

質問質問

答弁答弁

　
　
町　
長

　
　
　
株
式
会
社
と
一
般

財
団
は
合
併
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
ど
ち
ら

か
が
解
散
し
て
業
務
を
引

き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。
岡

山
県
に
確
認
し
た
結
果
、

公
益
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
も
の
は
、
岡
山
県
公

益
認
定
等
委
員
会
の
諮
問

で
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
回

答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

３

月

会

議

意

見

交

換

会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

答答
　
　
　
町
内
全
て
の
学
校

　
　
に
導
入
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
運

営
協
議
会
を
設
置
し
た
学

校
の
こ
と
で
、
市
町
村
教

育
委
員
会
が
任
命
し
た
委

員
が
一
定
の
権
限
を
持
ち
、

学
校
運
営
や
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
協
議
を
行
う
合

議
制
の
機
関
の
こ
と
で
、

３
つ
の
機
能
が
あ
る
：
①

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運

営
の
基
本
方
針
を
承
認
す

る
こ
と
。
②
学
校
運
営
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
ま
た

は
校
長
に
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
③
教
職

員
の
任
用
に
関
し
て
、
教

育
委
員
会
規
則
に
定
め
る

事
項
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
町
の
教
育
目
標
に
も
あ

る
「
自
立
と
共
生
を
も
と

に
心
豊
か
な
子
ど
も
た

ち
」
を
育
て
て
い
く
た
め

に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
。
学

問問

答答 問問

答答答答 問問問問

答答 問問

答答 問問

校
は
地
域
に
教
育
活
動
や

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見

て
も
ら
い
、
地
域
に
も
積

極
的
に
学
校
に
関
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
鏡
野
の

人
・
も
の
・
こ
と
を
活
か

し
た
教
育
が
展
開
で
き
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
行

わ
れ
て
い
く
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら

　
　
奥
津
小
学
校
に
小
規

模
特
認
校
制
度
を
導
入
す

る
狙
い
は
な
に
か
。
児
童

の
送
迎
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
小
規
模
特
認
校
制

度
は
、
町
教
育
委
員
会
の

承
認
に
よ
り
、
特
定
の
学

校
を
「
特
認
校
」
と
し
て

指
定
し
、
少
人
数
で
の
教

育
の
よ
さ
を
活
か
し
た
、

き
め
細
か
な
指
導
や
特
色

あ
る
教
育
を
行
う
も
の
。

狙
い
と
し
て
は
、
町
内
全

域
か
ら
就
学
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
た
め
、
特
認

校
で
の
児
童
数
の
増
加
が

期
待
で
き
る
。
奥
津
小
学

校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

施
策
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
効
果
は
、
町
北
部
地
域

の
教
育
環
境
を
守
っ
て
い

く
こ
と
と
、
奥
津
小
学
校

の
自
然
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
に
触
れ
る

こ
と
で
、
心
豊
か
な
児
童

が
増
え
て
い
く
こ
と
、
児

童
数
が
増
え
る
こ
と
で
小

規
模
校
の
教
育
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
。

　
児
童
の
送
迎
は
、
制
度

上
、
保
護
者
の
責
任
で
の

送
迎
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
児
童
は
何
名
ま
で

　
　

受
け
入
れ
る
の
か
。

編
入
も
可
能
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
具
体
的
な
と
こ
ろ

は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
希
望
者
は
受
け
入
れ

た
い
。

　
　
　
不
登
校
・
長
期
欠

　
　
席
ま
た
は
支
援
が
必

要
な
児
童
の
受
け
入
れ
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
小
学
校
の
特
色
あ

る
教
育
を
求
め
て
希
望
さ

れ
る
方
は
、
基
本
的
に
受

け
入
れ
た
い
。
具
体
的
な

規
定
作
り
は
、
他
の
自
治

体
の
先
行
事
例
を
踏
ま
え

作
成
す
る
。

飯綱 洋平［いいづな ようへい］ 議員

町内全域から就学することが可能となるため、
特認校での児童数の増加が期待できる

奥津小学校に小規模特認校制度を
導入する狙いはなにか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

　
　
　
都
会
と
地
方
を
行

　
　
き
来
す
る
２
拠
点
居

住
者
が
全
国
で
増
え
て
い

る
中
、
町
内
施
設
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

と
し
て
温
泉
施
設
の
利
用

を
検
討
し
て
い
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
施
設
な
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に

よ
る
需
要
の
拡
大
に
対
応

す
る
施
設
。
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
設
は
、
温
泉
施
設

を
利
用
し
自
然
と
触
れ
合

い
、
湯
治
効
果
や
仕
事
を

し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
充

実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
る

等
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
い
。
現
在
は
課
内

で
の
検
討
段
階
で
関
係
機

関
と
の
調
整
は
で
き
て
い

な
い
が
、
廃
校
施
設
の
利

用
や
温
泉
施
設
を
含
め
た

町
営
施
設
、
民
間
施
設
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
等
の
利
用

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
若
者
世
代
の
移
住

　
　
促
進
の
た
め
、
若
者

に
人
気
の
町
営
新
築
賃
貸

物
件
を
建
設
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
の
町
営
住
宅

に
は
老
朽
化
の
課
題
も
あ

る
。
関
係
各
課
に
周
知
し
、

今
後
、
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

現
在
の
町
営
住
宅
に
は
老
朽
化

の
課
題
も
あ
る
。

今
後
、
協
議
を
し
て
い
き
た
い

若
者
に
人
気
の
町
営
新
築
賃
貸

物
件
を
建
設
で
き
な
い
か

質問質問

答弁答弁

３

月

会

議

２

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答答答答
　
　
　
令
和
５
年
度
の
最

　
　
重
要
施
策
と
重
要
施

策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　

最
重
要
施
策
は

『
健
康
づ
く
り
の
推
進
』

『
防
災
対
策
の
推
進
』

『
循
環
型
社
会
の
形
成
』

の
３
項
目
。
重
要
施
策
は

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」

「
農
業
の
振
興
」
「
観
光

の
振
興
」
「
学
校
教
育
の

充
実
」
「
定
住
化
の
促

進
」
の
５
項
目
を
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
む
。　

　
　
　
最
重
点
施
策
の
３

　
　
項
目
で
特
に
重
視
し

て
い
る
点
は
。

　
　
町　
長

　
　
『
健
康
づ
く
り
の
推

進
』
に
つ
い
て
は
特
定
検

診
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

の
検
診
、
受
診
の
向
上
と
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。
ま
た
、
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
と
な
っ
た
事

業
を
実
施
し
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
く
。
『
防
災
対
策
の

推
進
』
に
つ
い
て
は
地
域

問問問問

問問

問問問問

答答

答答

答答

問問 答答答答

問問 防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配

置
し
て
お
り
、
防
災
イ
ベ

ン
ト
の
拡
充
を
図
る
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
は
町
内
１
０
０
％
組

織
率
を
め
ざ
す
。
『
循
環

型
社
会
の
形
成
』
に
つ
い

て
は
津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
搬
入

が
増
加
し
て
お
り
、
ご
み

の
減
量
化
の
た
め
に
、
３

Ｒ
活
動
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
）
や
、
庁
舎
内
に
新
た

な
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
設

置
し
、
紙
、
布
類
の
資
源

回
収
な
ど
を
行
う
。

　
　
　
重
要
施
策
の
事
業

　
　
内
容
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
「
子
育
て
支
援
の
充

実
」
と
「
定
住
化
の
促

進
」
は
、
施
策
と
し
て
成

果
が
現
れ
る
こ
と
に
は
時

間
が
か
か
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
観
光
の
振
興
」
と
「
学

校
教
育
の
充
実
」
は
令
和

５
年
度
か
ら
の
新
た
な
施

策
と
し
て
取
り
組
む
。

「
観
光
の
振
興
」
は
、
観

光
協
会
と
か
が
み
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
本
部
を
中
心

に
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

を
設
立
す
る
。
「
学
校
教

育
の
充
実
」
は
教
科
指
導

員
、
生
活
指
導
員
、
特
別

支
援
員
に
加
え
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
の
配
置
を
図
り
教
育
環

境
の
向
上
を
め
ざ
す
。

「
農
業
の
振
興
」
は
各
種

事
業
実
施
に
よ
り
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
に
新
た
に
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
魅
力
あ
る
農
業
の
充

実
に
務
め
る
。　
　
　
　

　
　
　
令
和
５
年
度
の
一

　
　
般
会
計
予
算
編
成
に

新
規
事
業
が
あ
る
。
新
規

の
施
策
立
案
及
び
実
行
は

町
民
の
福
祉
向
上
と
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築

に
寄
与
す
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
新
規
提
案
に
よ
る

新
規
事
業
は
、
各
課
予
算

要
求
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
審
査
を
実
施
し
、

提
案
事
業
の
内
容
及
び
効

果
を
聞
き
取
り
採
択
の
可

否
を
決
定
す
る
。
職
員
の

企
画
立
案
能
力
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
資
す
る
と
考
え
て
お

り
、
今
あ
る
課
題
・
問
題

点
を
洗
い
出
し
て
そ
の
事

業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
一

　
　
般
会
計
予
算
と
特
別

予
算
内
で
、
現
在
、
物
価

と
燃
料
高
騰
に
よ
る
町
民

の
日
常
生
活
の
不
安
払
拭

に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
国
も
追
加
の
物
価

高
騰
対
策
を
講
じ
る
と
思

う
が
、
町
と
し
て
も
補
正

予
算
を
計
上
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
、
即
効
性
が
あ

る
対
応
を
し
て
い
く
。

　
　
　

５
月
８
日
以
降
、

　
　

w
ith

コ
ロ
ナ
社
会

後
と
し
て
、
経
済
活
動
及

び
地
域
振
興
に
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
町　
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
も
予
測

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
衛

生
管
理
に
つ
い
て
は
予
算

計
上
を
し
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
事
業
に
つ
い
て
も
、

準
備
を
着
々
と
進
め
て
お

り
、
補
正
予
算
等
で
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
予
算
の
経
費
削
減

　
　
に
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
施
設
に
つ
い
て
は

鏡
野
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
基
に
、
維
持

管
理
に
関
わ
る
経
費
の
削

減
を
考
え
、
民
間
で
で
き

る
も
の
は
民
間
に
委
ね
て

い
く
。
目
指
す
と
こ
ろ
は

財
政
調
整
基
金
を
繰
入
す

る
こ
と
な
く
予
算
組
み
が

行
え
る
よ
う
に
、
各
事
業

の
在
り

方
や
廃

止
を
含

め
た
精

査
を
行

っ
て
い

く
。

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

鏡野町第2次総合計画をもとに、本町の目指す将来像
の実現に向けて長期的な目標や取り組みをおこなう

令和5年度の予算と事業計画は質問質問

答弁答弁

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

３

月

会

議

意

見

交

換

会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
般
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問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第16号 18〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。

答答答答
　
　
　
鏡
野
中
学
校
の
部

　
　
活
の
現
状
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　

運
動
部
が
15
部
、

文
化
部
が
２
部
。
全
校
生

徒
は
３
３
４
名
で
、
運
動

部
に
２
３
７
名
、
文
化
部

に
は
69
名
が
在
籍
。
指
導

の
先
生
は
複
数
顧
問
制
で
、

運
動
部
に
22
名
。
文
化
部

に
４
名
。
他
に
、
運
動
部

に
３
名
の
部
活
指
導
員
と
、

５
名
が
外
部
指
導
員
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導

を
し
て
い
る
。　
　
　
　

　
　
　
部
活
指
導
員
３
名

　
　
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
で
あ
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
指
導
の
５
名
と

は
ど
の
よ
う
な
扱
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
外
部
指
導
員
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
報

酬
や
保
険
の
対
応
は
な
く
、

教
員
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
先
生
が
部
活
指
導

　
　
か
ら
外
れ
る
と
、
高

校
入
試
の
内
申
書
に
影
響

は
な
い
の
か
。　

問問問問 問問

答答 答答答答 問問

答答答答 問問問問

答答答答 問問問問

問問
　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
基
本
的
に
、
外
部

指
導
者
が
進
路
関
係
の
書

類
や
内
申
書
に
関
わ
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。　
　

　
　
　
昨
年
の
12
月
、
鏡

　
　
野
町
立
中
学
校
部
活

動
地
域
連
携
検
討
委
員
会

を
設
立
し
て
い
る
。
町
民

と
共
有
す
る
課
題
に
思
う

が
、
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
既
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
、
広
報
紙
等
に
も
掲

載
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
地
域
移
行
に
な
れ

　
　
ば
、
ク
ラ
ブ
費
、
指

導
料
、
遠
征
費
、
大
会
費

用
な
ど
様
々
に
家
庭
の
負

担
が
増
え
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　

指
導
者
の
報
酬
、

大
会
の
参
加
に
係
る
費
用

等
、
保
護
者
負
担
の
増
加

が
想
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
、

国
か
ら
財
政
的
な
支
援
も

決
ま
っ
て
お
ら
ず
課
題
の

一
つ
と
考
え
る
。　
　
　

片田 八重美［かたた やえみ］議員

地域団体の様子を把握しながら、
モデル事業を参考に創設を検討した

中学校の部活が地域移行になるまでに、
人材バンク創設の準備をしては

質問質問

答弁答弁

　
　
　
部
活
動
が
地
域
移

　
　
行
に
な
れ
ば
、
学
校

の
施
設
管
理
の
負
担
が
増

え
る
と
思
う
。
休
校
、
閉

校
施
設
を
活
用
す
る
こ
と

は
考
え
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
現
在
、
加
盟
団
体

等
で
施
設
の
鍵
等
の
管
理

は
行
っ
て
い
る
。
特
に
、

吹
奏
楽
部
の
練
習
場
所
や

楽
器
の
管
理
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
県
総
体
や
全
国
大

　
　
会
な
ど
へ
の
参
加
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
運
動
部
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
中
学
校
体
育

連
盟
主
催
の
大
会
に
つ
い

て
は
、
全
国
大
会
や
中
国

大
会
、
県
大
会
出
場
の
基

準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

あ
ら
か
じ
め
参
加
登
録
し

て
い
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
等

の
参
加
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
、
文
化
部
の
大
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
は

未
定
。

　
　
　
国
は
、
学
校
を
選

　
　
定
し
、
モ
デ
ル
校
と

し
て
実
験
し
て
い
る
が
、

県
内
の
状
況
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら

４
年
度
で
、
県
内
３
校
が

取
り
組
ん
で
い
る
。
赤
磐

市
磐
梨
中
学
校
で
は
、

「
磐
梨dream

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
称
し
、
運
営
団

体
を
立
ち
上
げ
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
指

導
し
て
い
る
。
早
島
中
学

校
は
部
活
動
指
導
員
を
各

部
に
配
置
し
進
め
て
い
る
。

高
梁
市
は
３
つ
の
中
学
の

野
球
部
が
合
同
で
、
吉
備

国
際
大
学
の
学
生
の
下
で

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
、
モ
デ
ル
事

　
　
業
を
参
考
に
、
ス
ポ

ー
ツ
部
、
文
化
部
を
指
導

す
る
人
材
バ
ン
ク
が
必
要

に
思
う
。
人
選
基
準
を
設

け
、
県
内
外
か
ら
広
範
囲

に
人
選
す
る
よ
う
検
討
委

員
会
で
協
議
し
て
欲
し
い
。

　
　
教
育
長

　
　
　
最
終
的
に
は
、
指

導
者
の
確
保
が
必
須
で
あ

り
、
当
然
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
文
化
協
会
等
、
現
在

所
属
の
方
々
に
声
か
け
し

な
が
ら
、
指
導
者
確
保
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
県
内
外
か
ら
の
指
導

者
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
は

排
除
せ
ず
検
討
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
、
協
議
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

３

月

会

議

２

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

い
わ
な
し



～みなさまのご意見をお聞かせください～

　平素から、鏡野町議会にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

　鏡野町議会は、議員定数１５名（現在は１名欠員）で議会活動を行っております。

　令和４年１２月会議で、鏡野町にとってふさわしい議員定数や、報酬等のあり方を調査・

研究する、『議員定数及び報酬並びに予算決算審査検討特別委員会』を設置いたしました。

　この度、本委員会では、鏡野町議会に対し、皆様がどのように感じておられるのか、ご意

見をお聞かせいただきたく、アンケート調査を実施したいと思います。

　お寄せいただいたご意見やご提案は、次回の鏡野町議会議員選挙に向けての検討材料とさ

せていただきます。

　この調査の趣旨をご理解いただき、ぜひご協力くださいますよう、お願いいたします。

ア ン ケ ー ト
鏡野町議会議員定数等に関する

かがみの議会だより・第16号19

令和５年５月
鏡　野　町　議　会

〈 町民の皆様へ 〉

○この調査は無記名でご回答いただきますので、ご意見を
　ありのままご記入ください。

○回答は、パソコンまたはスマートフォンから、下記のURL
　またはQRコードで専用ページにアクセスし、下記の期日
　までにご回答ください。

○回答期限：令和５年５月13日（土）

https://s-kantan.jp/town-kagamino-okayama-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=29731

【記入にあたって】

＊＊この調査についてのお問合せ先＊＊
鏡野町 議会事務局　電話  ０８６８-５４-２９２６（直通）
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応募先　〒７０８-０３９２　鏡野町竹田６６０ 鏡野町議会事務局
　　　　電　話　0868-５４-２９２６　ＦＡＸ　0868-５４-４４４５

声

広広 場場

の

このコーナーは、皆様からお寄せいただいた質問、ご意見、
様々な「声」を紹介しています。
このコーナーは、皆様からお寄せいただいた質問、ご意見、
様々な「声」を紹介しています。

声 桜さんより
匿名

　わたしは、奥津渓谷の景色が好きで、時々
車で走ります。
　ただ、山際は岩盤なので、よく石が落ちて
くるようです。そのことを注意してください
と言う意味に思いますが、工事用の看板が数
ケ所置かれています。注意喚起を促し、景観
を損ねない「看板」で、例えば、鏡野町のマ
スコットのみずりん・おゆりんを使ったピク
トサインで設置してはいかがでしょうか。

声 ちいちゃんグループさんより
匿名

　地域の事は区長を通してくださいと言われ
ますが、様々な「声」がタイムリーに届けら
れる「意見箱」を町内に置いてもらえません
か。

かがみの議会だより・第16号 20次回の発行は令和５年８月１日の予定です。

委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ16 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議案に対する賛成・反対の旨とその理由を述べて、議会の会議にお
いて評決の前に議題となっている案件に対し、他の議員を自己の意見
に賛同させることを目的とするものです。討論には１議題について原
則１人１回とし、反対者と賛成者が交互に発言できる議会ルールがあ
ります。

実
は

主
人
と

意
見
が

合
わ
な
い

ん
で
す

わ
が
家
の

鏡
が

ど
れ
も

こ
れ
も

顔
が

き
れいに

見
え
な
く
て

わ
し
は

鏡
に

問
題
が

な
い
と

思
う
が
な
あ

あ
の
ー

一
度

眼
科
に

行
か
れ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う

な
る
ほ
ど
ー

い
い
や

鏡
が
悪
い
に

決
ま
って
ま
す

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

６月５日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、６月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

清
々
し
い
初
夏
を
迎
え

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類

移
行
と
な
り
、
新
し
い
生

活
様
式
に
も
慣
れ
て
き
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
８
月

発
行
の
第
９
号
よ
り
16
号

ま
で
８
回
の
紙
面
づ
く
り

を
共
に
行
っ
た
、
広
報
特

別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も

２
年
ご
と
に
委
員
会
の
配

属
が
変
更
に
な
る
た
め
今

号
で
解
散
と
な
り
ま
す
。

第
17
号
よ
り
心
機
一
転
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
紙

面
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
参
考
に
、
見
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

（
鈴
木 

大
介
）

討論とは？

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル
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